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複数 波 ア ナ ロ グ 簡易 無線 電話 装置 


DJ-BU10C 


(総務 省 技 術 基準 適合 品 


取扱 説明 書 


アル イン コ FM ト ラン シー バー を お 買い 上 げ い た だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ る た め に 、 こ の 取扱 説明 費 を 最後 まで お 読み いた だ く よ 
うお 願い いた し ます 。 アフ ター サー ビス な ど に つい て も 記載 し て いま す の で 、 と の 取 
扱 説明 書 は 必ず 保管 し て お いて くだ さい 。 ま た 、 補 足 シ ー ト や 正誤 表 が 入っ て いる 場 
合 は 、 取 扱 説明 書 と 合わ せ て 保管 し て くだ さい 。 

本 製品 を ご 使用 に な る た め に は 、 総 務 省 の 無線 局 の 免許 が 必要 で す 。 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す 。 海外 で は 使用 で きま せん 。 
This Product is for use only in Japan. 


し イ つ コ 株 式 会 社 


送受 信 周 波数 465.0375MHz 一 485.1500MHz(] 0ch) 
468.5500MHz … 46B.8500MHz(25ch) 

電波 形式 : F3E(FM) 

通信 方 式 : 単 信 ( プ レス トー ク ) 

送信 出力 : 5W+2096%、--50% 以 内 

自動 識別 装置 副 搬送 波 MSK 方 式 1800Dps 

受信 感度 : ー8dBp 以 下 (12dB SINAD) 

受信 方 式 : ダブ ルス ー バ パー ヘテロ ダイ ン 

低 周 波 出力 ・ 0.7W 以 上 (] 0% 委 時 ) 

麗人 に 29 る 本 論 の 節 : 4nW 以 下 

定格 電圧 : 7.4V 

定格 寸法 : SB x110 x 88.8mm (EBPー 76 使 用 時 ) 
( 幅 X 高 二 X 興行 ぎ : 突起 物 を 含ま す ) 

本 体重 量 : 290g( ア ン テ ナ 、 バ ッ テ リ ー、 ベ ルト クリ ッ プ 含む ) 


玉 仕 様 ・ 定 格 は 予告 な く 変更 する 場合 が お り ま す 。 
男 本 書 の 説明 用 イラ スト は 、 実物 と は 字体 や 形状 が 異な る 、 一 部 の 表示 を 省略 し て い 
~ る 、 等 の 場合 が あめ り ます 。 
還 本 書 の 内 容 の 一 部 、 ま た は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁 目 され て いま す 。 乱丁 ・ 落 
丁 は お 取り 替え 致し ます 。 


Rs ルプ ブ つ 株 式 会 社 電子 事業 部 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 械 2 丁目 3 番 21 号 八 番 測 セン トラ ルビ ル 4 階 TEL.03・3278-5688 
大 阪 営業 所 〒〒541-0043 大 阪 市 中 央 区 高 議 橋 4 丁目 4 番 89 号 淀 屋 播 ダイ ビル 13 牙 TEL.06-7636-2361 
握 岡 営業 所 〒812-0016 福岡 市 博多 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 6 号 第 3 博信 成 ビル 7 階 TEL092-473-8034 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 較 R 0180-484-007 


全国 どこ か ら で も 尻 料 で ~ サー ビス 共 口 に つなが り ま す 。 


PS0594 
FNNM-NG 


本 製品 に は 以下 の も の が 付属 し て いま す 。 だ 使用 前 に 確認 し て くだ さい 。 


体 

ロア ン テ ナ 

| ベル トク リッ プ 
取扱 説明 書 (本 潮 ) 
控 証 書 


参考 


本 機 の アン テ ナ は 折れ に くく する た め に 通常 の も の より 和 柔軟 な 素材 で で き て お 
り 、 異 常 で は あり ませ ん 。 


ベル トク リッ プ を 本 体 の 育 面部 の 溝 に 合わ せ て 取 
り 付け 、 ネ ジ を 時 計 方 向 ( 右 ) に 回 し て 固定 し ます 。 


安全 上 の ご 注意 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 」 を ご 使用 前 に お 読み くだ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危 
害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 防止 する た め に 、 い ろ い ろ な 絵 表示 を し て いま す 。 そ の 豪 
示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


半 計 天 水 名 天 65 の! 療 ! 味 半 紀 83 5 

この 表示 を 無視 し て 、 訳 っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 また 

ん 佑 険 | は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る こと が 定 され る 内 

容 を 示し て いま す 。 

人 甘 告 | に の 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 また 
は 入 傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 

人 s | に の 表示 を 近視 し て 、 試 っ た 到 肖 い を する と 人 が 提 を 負 


う 可 能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 損害 の み の 発生 が 想 
定 さ れる 内 容 を 示し て いま す 。 


0) 
作 人 記号 は 、 注 意 (危険 ・ 殴 告 合 お ) を 促す 内 容 が ある こと を 
告げ る も の で す 。 
〇 記号 は 、 行 為 の 禁止 で ある こと を 告げ る も の で す 。 


《》 左 の 記号 は 、 行 為 を 強制 し た り 、 指 示す る 内 容 を 告げ ば る も 
の で す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停 軍 な どの 外部 層 因 に て 通信 な どの 機会 を 
失っ た た め に 生じ た 損害 等 の 純粋 経済 損 者 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 そ の 均 任 な 負 
いか ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


罰 使 用 環境 ・ 条 件 


自動 車 等 の 運転 中 に 使用 し な いで くだ さい 。 交通 事故 の | 
運転 者 が 使用 する と きき は 車 を 安全 な 場所 に 止め て か ら ご f 
携帯 型 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 使用 する と 道路 交通 法 違反 で 罰せ られ ます 。 


電子 機器 (特に 医療 機器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 電波 陳 害 に よ り 
機器 の 故障 ・ 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら 漏れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 皮 膚 に 傷害 を 起こ す お そ 
れ が あり ます の で 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 


Q 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 で は 絶対 に 使用 


し な いで くだ さい (電源 も 入れ な いで 下さ い )。 運 行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 
放送 の 受信 に 支障 を きた し た り 、 医 療 機器 が 故障 ・ 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 を 使用 で きる の は 、 日 本 国内 の み で す 。 人 外国 で は 使用 で き な い 地域 
0 が あり ます 。 保 証 守 は 国内 で の ど 使 用 の み に 適 用 され ます 。 

This madel has heen designed for use anly in Japan. 

Warranty is Void when used outside of Japan. 


1) この 製品 を 人 命 救 助 な どの 目的 で 使用 し て 、 万 一 、 故 障 ・ 誤 動作 な ど が 原因 


で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も 
の で は あり ませ ん 。 


下さ い 。 
お 捉 い の 影 響 に より 故障 ・ 誤 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 


(1】 て の 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組み 込ん で 使用 し た 場合 、 


0 て の 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機 と と も に 至近 距離 で 複数 台 使用 し な いで 


いか な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て も 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も 
の で は あり ませ ん 。 


指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リー 製品 を 接続 し な いで くだ さい 。 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


還 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あ ら か じ め 斉 暑 を 下げ て くだ さい 。 有 聴力 障害 の 原 
因 に な る こと が あり ます 。 


この トラ ン シ ー バ ー は 絶対 に 改造 し て 使用 し な いで くだ さい 。 
法律 で 禁止 され て いる うえ 、 故障 の 原因 と な り 、 保 証 の 対象 外 に な り ま す 。 


布 や 布団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熟 が こも り 、 ケ ー ス の 変形 や 火災 の 
原因 と な り ま す 。 章 射 日 光 を 避け て 風通し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 水 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで くだ さい 。 そ れ ら が 
中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 起 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


置 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 


ME し な いで くだ さい 。 次 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な 


チャ ー ジ ャ ー の AC プ ラグ の コー ド を た こと 足 配線 し な いで くだ さい 。 加 熟 ・ 発 
火 の 原因 と な り ま す 。 


濡れ た 手 で ACG アダ プター に 触れ た り 、 抜 き 差し し た り し な いで くだ さい 。 
感電 の 原因 と な り ま す 。 


AC ア ダブ ター は ACG コンセント に 確実 に 差し 込ん v で くだ さい 。 
AC ア ダブ ター の 刃 に 金具 な ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 起 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


AC アダ プター の 刃 に 、 ほ こり が 付 落し た まま 使用 し な いで くだ さい 。 
ショ ー ト や 加熱 に より 火災 ・ 感 寺 ・ 故 簡 の 原因 と な り ま す 。 


画 異 常時 の 処置 に つい て 


6) 以下 の 場合 は 、 本 体 の 電源 を DFF に し て 、 電 池 を 取り 外し 、 チ ャ ー ジ ャ ー を 
ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜 いて くだ さい 。 異常 
《》 な 状態 の まま で 使用 する と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 修理 は お 
買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビス 窟 口 に ご 連絡 下さ い 。 お 客 様 に よる 
修理 は 、 危 険 で すか ら 絶 対 に お や めく だ さい 。 分 解 の 痕 踊 が ある と 、 保 証 の 
対象 外 と な り ま す 。 
ぐ 異常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と ぎ 
$ 落と し た り 、 ケ ー ス が 破 所 し た り し た と き 
内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 
金 AC ア ダブ ター の コー ド が 優 ん だ と き ( 訟 線 の 想 出 や 断線 な ど ) 


雷 が 鳴り 出し た ら 、 安 全 の た め AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント か ら 抜い て 、 
で 使用 を お 控え くだ さい 。 - 


玉 保 守 ・ 点 検 
本 体 や チャ ー ジ ャ ー の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 けが 、 感 電 、 故 障 の 原 
困 と な り ま す 。 内 部 の 点検 ・ 修 理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 当社 サー ビ 
ス セ ンタ ー に ご 依頼 くだ さい 。 
ケー ス を 開け て 内 部 を 改造 、 変更 する こと は 法律 で 禁止 され て いま す 。 


八 注 意 
玉 使 用 環境 ・ 条 件 


テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いく だ さい 。 電波 障 害 を 与え た り 、 受 けた 
りす る こと が あり ます 。 


Q 温度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 同 通し の 悪い 場所 に は 置か な いで くだ 
さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振 動 の 多い 場所 に は 性 か な いで くだ さい 。 落ち 
た り 倒れ た り し て 、 け が の 原因 と な る こと が あり ます 。 


直 般 日光 が あたる 場所 な ど 、 異常 に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ 
さい 。 

内 部 の 温度 が 上 が る と ケー ス や 部 品 が 変質 ・ 変 形 ・ 変 色 し 、 火 災 の ) 
る こと が あり ます 。 


調理 台 や 加 混 語 の そば な ど 、 油 煙 や 湯気 穫 が あたる 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


| と な る こと が あり ます 。 


弄 ト ラン シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 
アン テ ナ が 妥 っ て 目 に ささ ら な いよ うに 注意 し て お 使い くだ さい 。 


外部 スピ ー カ ー/ マ イク ロホ ン 端 子 に は オプ ショ ン の スピ ー カ ー/ マ イク ロホ 
0 ン 以 外 は 接続 し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 
長 時 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安全 の た め 本 体 の 電源 を DFF に し 、 電 池 を 
取り 外し 、 チャ ー ジ ャ ー を ど 使 用 の 場合 は AC ア ダブ ター を ACG コン セン ト か 
ら 抜 いて くだ さい 。 


画 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 
チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ ター を 抜く と き は 、 コ ー ド を 引っ 張ら な いで くだ さ 
0 い 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な る こと が あり ます 。 必 ず AC ア ダ プター を 持 
っ て 抜い て くだ さい 。 


チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ ター を 煎 器具 に 近づけ な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の な る こと が あり ます 。 


玉 保 守 ・ 点 検 
お 手入れ の 際 は 、 安全 の た め 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電 池 を と り は ず し 、 
チャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダブ ター を AG コン セン ト か ら 抜 いて 
くだ さい 。 


活 れ た 場合 は 、 秒 ら か いき れい な 布 で 萌 損 き し て くだ さい 。 ベン ジン 、 シ ン 
ナー、 アルコール 、 洗 剤 な ど を 使う と 外装 や 文字 が 変質 する お それ が あり ます 。 


罰 防 混 性 能 に つい て 
この 製品 は 、 弊 社 の 設計 段階 で JIS 保 護 等 級 7 規格 の 防水 試験 に 合格 し て お り 、 防 
水 キ ャ ッ プ 類 を 正しく 閉め て いれ ば 雨 や 軍 の 中 で も 防水 カバ ー な し で お つか いい た 
だ け ま す 。 た だ し 、 全 て の 製品 を 出荷 前 に 防水 検査 し て その 性 能 を 保証 する も の で 
は な い 「 相 当 品 」 で す の で 、 無用 な 水没 や 流氷 で の 洗浄 な ど は 絶対 に お 止め くだ さ 
い 。 ま た 、 ぬ れ た 後 は 乾い た 布 で 拭く 、 電 池 な 抜い て 内 部 も よく 乾燥 させ る な ど メ 
ソン テ ナン ス を 心がけ て いた だ く と 、 長 く 正常 な 状態 で お 使い いた だ け ま す 。 外 部 
MIC/SP を 使用 し な い 場 合 は 、 必ず ジャ ッ ク キ ャ ッ プ を 正しく 取り 付け て くだ さい 。 
な お 、 防 水 に 使わ れ て いる ゴム 朱 材 な ど は 、 経 年 劣化 の た め 変質 し 、 防 水性 が 失わ 
れる 場合 が あり ます 。 上 弊 社 で は 、 防 水性 に つい て も 製品 と 同じ 1 年 を 保証 期間 と ざさ 
せ て いた だ きま す 。 


使用 前 の ご 注意 


還 使 用 場所 に よっ て は 思わ ぬ 電 波 障害 を 引き 起こ すこ と が あり ます 。 
次 の よう な 場所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
(航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 幹線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 な ど ) 


構 本 機 を 分 豚 、 改 造 し て 使用 する こと は 、 法律 で か た く 禁 じ ら れ て いま す 。 


重 海 外 で は 法律 や 周波 数 の 割り 当て が 異な る た め 使用 で きま せん 。 
This product is permitted for us in Japan anly. 


画 直 波 法 上 の ご 注意 
・ 本 機 は 簡 元 洗 無線 機 で す 。 使 用 する に は 無線 局 免許 が 必要 で す 。 
・ 発 許 状 に 記載 され て いる 範囲 内 で ご 使用 くだ さい 。 
・ 他 局 の 通 括 を 妨害 し た り 、 傍 受 し た 内 容 を 他 に 漏らし た り 、 傍 受 し た 内 容 を 盗用 す 
る こと は 法律 で か た く 禁 らら れ て いま す 。 


画 電 波 を 使用 し て いる 関係 上 、 無線 機 問 の 通話 は 第 三 者 に よる 傍受 を 完全 に 阻止 する 
こと は 出来 ませ ん 。 そ の た め 機 密 を 要する 重要 な 通話 に 使用 する こと は お 勧め で き 
ませ ん 。 


バッ テリ ー パ ッ ク の 取り 付け / 取 り 外 し 


田 バ ッ テ リ ー パ バック の 取り 付け 方 
バッ テリ ー バ ッ ク の ツメ を 本 体 の 溝 に 合わ せ 、 
バッ テリ ー バ ッ ク を 矢印 の 方 向 に 押し 込み な が 
ら ラ ッ チ を 閉じ ます 。「 カ チッ] と 音 が する ま 
で し っ か り と 閉じ て くだ さい 。 


一 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 取り 外し 方 
バッ テリ ー バ ッ ク か ら ラ ッ チ を 矢印 の 方 向 に 外 
し 、 バ ッ テ リ ー バ パッ ク を 取り 外し ます 。 2 


注 : ラッ チ を 外す 時 は 、 指 や 瓜 な ど を 傷め な い 
よう 、 二 分 に 注意 し て くだ さい 。 


本 体 の 名 称 と 動作 


バッ テリ ー バ ッ ク の ショ ー ト 防止 


①| ダイ ヤル ダイ ヤル を 回 し て 受信 音 填 を 変更 で きま す 。 

⑧| 外部 MIC/ | 当社 オプ ショ ン の 外部 マイ ク / ス ピー カー な 接続 し ます 。 使 用 し 
SP 端 子 な い 場 合 は 、 防 水 の た め ジ ャ ッ ク キ ャ ッ プ を し っ か り と 取り 付 
け て お き 、 時 々 ゆる み が な いか 点検 し て くだ さい 。 
⑧|SMA ア ン テ ナ | 付属 の アン デ ナ を し っ か り と ね じ 込 み ま す 。 別売 の アン テ ナ を 
コネ クタ ー | 使用 する 場合 は 、 動 作 周 波数 範囲 内 に 調整 され た アン テ ナ を お 
選び くだ さい 。 

④| ス ピー カー | スピ ー カ ー が 内 感 さ れ て いま す 。 

⑥| TX/RX ラ ンプ | スケ ル チ が 開く と 緑色 に 点灯 し ます 。 送信 中 は 赤色 に 点灯 し ます 』| 
|FUNGC キ FUNC キ ー と 他 の キー を 組み 合わ せ て 問 機能 の 設定 を 変更 する 
⑦ 


と 寺 き に 使い ます 。 

PTT キー PTT キ ー を 押す と 送信 し ます 。PTT キ ー を 苑 す と 受信 に 切り 替 
わり ます 。 

MONI キー | MONI キ ー を 押す と スケ ル チ が 開き 受信 音 が 聞こ えま す 。 
TSQ/DCS が 設定 され て いて も 一 時 的 に 解除 れ ス ケル チ は 開 
きま す 。FUNC 点 灯 中 に MONI キ ー を 押す と ラン プ 照 明 が 約 5 秒 


間 点 灯 し ます 。 
[電源 スイ ッ チ | 電源 スイ ッ チ を 1 秒間 押す と 電源 の オン ・ オ フ が 出来 ます 。 
| マイク 送信 時 、 マ イク か ら 口 を 約 5cm 離 し て 、 通 常 の 声 依 で 話し て く 


だ さい 。 
⑪| ディ スプ レイ | 「 デ ィ ス プレ イ の 表示 ] の 項目 を 参照 くだ さい 。 


(LCD 
Etord キー 近作 ] の 項目 を 参照 くだ さい 。 


バッ テリ ー バ ッ ク を 持ち 運 記 
と き は 、 十 分 ご 注意 くだ さい 。 
ショ ー ト に よっ て 電流 が 急増 
し 、 発 火 の 原因 と な る こと が 
あり ます 。 


金属 メ ッ キ し て いる 
い - | に 、 内 側が 
に NED し 
な いで くだ さじ Cy、 ザ 
に コ 
3 AA 
で テー で 4 
思 を 通さ な い 物 な 


釘 や 画伯 な どの 金属 類 に 端子 を 触れ させ た り 、 和 電気 | ど を 敷い て から 、 園 い 
を 通す 物 が ある 場所 に 置い た の し な いで くだ さい 。 | て くだ さい 。 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 


オプ ショ ン の 専用 充 是 スタ ンド (EDO- 163H) と AC ア ダブ プター(EDC- 1 7 ほ 5 もしくは 

EDC-1 75) を 接続 し て リチウム イオ ン 充 起 池 バッ ク を 充電 し ます 。 

注 : リチウム イオ ン 充 電池 バッ ク を お 買い 上 げ い た だ いた と き 、 ま た は 長い 間 使 用 し な か っ た 
と き は 、 フ ル 充 直し て か ら お 使い くだ さい 。 専 用 充電 スタ ンド で し か 充電 で きま せん 。 


充電 スタ ンド の ラン プ が 赤色 に 点灯 し 、 充 電 が 完了 する と ラン プ が 消灯 し ます 。 

充 吉 時間 は 空 の バッ テリ ー パ ッ ク を フル 充 宮 する 場合 、 約 3.5 時 間 で す 。 

注 : バッ テリ ー バ ッ ク が フル 充 直 に 近い と 、 充 電 開 始 を 知ら せる ラン プ が 点灯 し ませ ん 。 
充電 終了 後 、AC ア ダ プ ター を AC コ ン セ ント か ら 外 し て くだ さい 。 
長 時 間 充 電 し た まま に し て お く と 、 充 電池 パッ ク を 錠 化 させ る こと が あり ます 。 
充電 中 は 、 本 機 の 電源 を 切る 必要 は あり ませ ん が 、 受 信 音 に ノイ ズ が 混入 する 場 
合 が あり ます 。 ま た 故障 の 原因 と な り ま す の で 送信 は し な いで くだ さい 。 
無線 機 を 付け た 状態 で うま く 充 電 で き な い 場合 は 、 電 池 単 体 で 充 遇 し て みて くだ さい 。 
AC ア ダ プ ター(EDC-175) を 使用 し た 場合 、 充 填 ス タン ド (EDC- 1 63R) を 最大 6 
台 連 結 し て 充 守 で きま す 。 


AG アダ プター の 
コネ クタ と 接続 


ョ シセ ント に ーー 


AC ア ダブ プター(EDC-175) 


約 2 秒 間 押 し て 、 キ ー 

マ 周波 数 チャ ン ネ ル 番 号 、 

全 周波 数 チャ ン ネ ル 番 号 、 定 項目 の UP 

MODE 2 周波 数 、TSQ 周 波数 (も し く は DCS 番 号 ) の 表示 の 切り 
え 


ディ スプ レイ 表示 


111111 


回 十 回 SDCS IOT※A<(m 


$ー デ ML__ WM 族 / 導 7 誠二 
用 用 信太 欠 礁 語ら 
LO MIIATT[BUSY 罰 田 回 凍 前 韻 


FUNC キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 
トー ンス ケル チ 設 定時 に 点灯 し ます 。 
DCS |DCS 設 定時 に 点灯 し ます 。 
al CALLBACK 機 能 設定 時 に 点灯 し ます 。 
〇 mn | キー ロッ ク 設 定時 に 点灯 し ます 。 
迷 コン バン ダー 機能 設定 時 に 点灯 し ます 。 
全 還 /(ー] | バッ テリ ー 残 時 を 表示 し ます 。 
MI | メモ リー モー ド 時 に 点灯 し ます 。 
98 チャ ン ネ ル No. を 表示 し ます 。 
科 恨 衣 5 | 送信 ・ 受 信 チ ャ ン ネ ル 番号 (周波 数 ) や 各 設 定 内 容 を 表示 し ます 。 
ATT | アッ テ ネ ー タ ー 設 定時 に 点灯 し ます 。 
ロ 周波 数 や スキ ャ ン 動 作 を 表示 し ます 。 
BUSY | スケ ル チ が 開く と 点灯 し ます 。 
年 目 生 生 箇 | 受信 レベ ル と 送信 出力 レベ ル を 家 示し ます 。 


回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 


通話 の し か た 
画 電 源 た 入れ る 
「(⑯)」 キ ー を 約 1 秒 押す と 電源 が 入り ます 。 


も う 一 度 「(④) 」 キ ー を 約 1 秒 押す と 電源 が 切 
れ ま す 。 


是 音 早 を 調整 する 


音量 調整 は 、(00)…(30) ま で の 3 1 段階 で す 。 

初期 状態 は 00( 最 小 ) で す 。Q0 の 場合 、 音 声 は 聞こ えま せん 。 

ダイ ヤル を 回 し て 音量 レベ ル を 調整 し ます 。 

設定 値 を 大 きく する と 音量 も 大 きく な り ま す 。 

PTT キ ー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 

ダイ ヤル の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 自動 的 に 設定 を 終了 し 通常 表示 に 戻り ます 。 


還 ス ケル チ を 調整 する 


の ル チ と 受信 信号 の な いと き に 出る 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ 音 を カッ ト す る 機 
能 で す 。 
「 ス ケル チ が 開く 」 と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出す こと が で きる 状態 を 示し ま 


す 。 

・ ス ケル チレ ベル は 、(00) 一 (10) ま で の 1 1 段階 で す 。 

・ 初 期 状態 は 00( 最 路 ) で す 。 

FUNC キ ー を 押し て 、F 点 灯 中 に ダイ ヤル を 回 し て スケ ル チ レ ベル を 調整 し ます 。 
通常 は ノイ ズ が 消え る 最小 の レベ ル に 設定 し ます 。 レ ベル が 高 す ぎる と 弱い 信号 は 
受信 で き な く な り ま す 。 こ の レベ ル は 使う チャ ン ネ ル や 電波 環境 に より 変わ る こと 
が ある の で 調整 が で きる よう に な っ て いま す 。 

PTT キ ー を 押し て 設定 を 終了 し ます 。 

ダイ ヤル の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 自動 的 に 設定 を 終了 し 適 常 表 示 に 戻り ます 。 


画 受 信 す る に は 


生還 030 が は 信号 が 受信 ぶれ る と 、 デ ィ ス プレ イ に BUSY 
受信 レベ ル が 表示 され 、 受 信 音 声 が 聞こ えま す 。 
未だ この 上 緑色 の RHX ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


画 モ ニタ ー 機 能 
昌和 途切れ た り し て 聞き づら い 時 に スケ ル チ を 一 時 的 に 解除 す 
で す 。 
・MONI キ ー を 押し て いる 間 だ け 、 ス ケル チレ ベル の 設定 状態 に 関係 な く ス ケル チ 
が 解除 され 、 ス ピー カー か ら 斉 が 聞こ えま す 。 


玉 送 信 す る に は 


チャ ン ネ ル 番 号 ( 周 波数 ) を 選択 し ます 。 

PTT キ ー を 押す と 、 赤 色 の TX ラン プ が 点灯 し 送信 状態 に な り ま す 。 

PTT キ ー を 押し な が ら 、 本 体 の 前 面部 の 内 蔵 マ イク か ら 口 元 を 5cm 程 見 し て 普通 
の 大 き さ の 上 声 で 話し ます 。 

PTT キ ー を は な す と 送信 が 終了 し 受信 状態 に が り ま す 。 


便利 な 機能 
画 キ ー ロ ッ ク 
FOO_m 」 キ ー を ら 秒 以上 押す と キー ロッ ク が 設定 され ます 。 
ディ スプ レイ に 「 〇 Ti 」 が 点灯 し ます 。 
キー ロッ ク 時 、FUNC、PTT、MONI、VOL、SQL、 電 源 の ON/DFF の 操作 の み 
が 可能 で す 。 
還 バ ッ テ リ ー 蕎 告 機能 


電池 の 残 便 が 少な く な る と 、 バッテリー アイ コン が 「(_~] 」 に な り ま す 。 
バッ テリ ー を 交換 する か 、 充 電 し て くだ さい 。 


還 リ セッ ト 
FUNC キ ー を 押し な が ら 需 源 を 入れ ます 。 


ディ スプ レイ に 全て の 文字 や 記号 が 表示 され た ら 、 キ ー を 苑 し ます 。 
で 購入 時 の 状態 に か り ま す 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 
次 の よう な 症状 は 友 陣 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 確 か め に な っ て くだ さい 、。 処置 を 


し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト を する こと て で 症状 が 回 復 する 場合 が お り ま す 。 設 
に グラ ム ・CPU 関 連 の 問題 は 、 リ セッ ト を する こと で 回 復 する 場合 が 多い も の 
で す 。 
っ 人 拓 に |: 当 二 S2 隊 原 疾 因 較 人 3 半 計 | 降 ) 処置 
電源 を 入れ て も 、| バッ テリ ー バ パック が 接触 不 部 子 の 汚れ を 清 源 で 乾い た 
ディ スプ レイ に [| 良 を 起こ し て いる 。 布 や 綿棒 で 拭っ て 取り 除く 。 
何 も 表 示さ れ な | 電池 が 消耗 し て いる 。 電池 を 充電 する 。 
い 。 電源 スイ ッ チ を 離す の が 早 | 電源 スイ ッ チ を 少し 長め に 
すぎ る 。 押す 。 
スピ ー カ ー か ら | 音 二 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 する 。 
音 が 出 な い 。 スケ ル チ レ ベル が 高 す ぎる 。| 適切 な レベ ル に 調整 する 。 
受信 で き な い 。 PTT キ ー が 押さ れ 、 送 信 状 | PTT キ ー を 主 す 。 
態 に な っ て いる 。 
受信 中 に 表示 が | 電池 が 消耗 し て いる 。 電池 を 充 昌 する 。 
点滅 し た り 消え 
た りす る 。 
スキ ャ ン が で き | スケ ル チ が 開い て いる 。 スケ ル チ レ ベル を 雑音 が 消 
な い 。 える と ころ まで 上 げ る 。 
送信 が で き な い 。 | PT キー が 確実 に 押さ れ て | PTT キ ー を 押し て 、TX/RX 
送信 し て も 応答 「 いな い 。 ラン ブ を 赤く 点灯 させ て が 
が な い 。 ら 送 信 す る 。 


チャ ン ネ ル ( 周 波数 ) が 違っ 
て いる 。 


相手 局 の チャ ン ネ ル に 正 し 
く 合 わせ る 。 


送信 が で 寺 な い 。 
送信 する と 、 表 

示 が 点滅 し た り 

消え た りす る 。 


電池 が 消耗 し て いる 。 


電池 を 充電 する 。 


チャ ン ネ ル ( 周 
波数 ) が 切り 替 
わら な い 。 


キー ロッ ク が 設定 され て い 


キー ロッ ク の 設定 を 解除 す 


キー に よる 操作 
が で きま ない 。 


キー ロッ ク が 設定 され て い 
る 


キー ロッ ク の 設定 を 解除 す 
る 


表示 が 異常 に な 
つて いる 。 


CPU が 訳 動作 し て いる 。 


リセ ッ ト す る 。 


* ジ ャ ッ ク キ ャ ッ プ な どの 防水 パー ツ は 消耗 品 で お る こと に 注意 し て くだ さい 


メー カー に よる JIS7 等 級 の 防 浸 性 能 の 保障 期間 は 


取扱 説明 書 で は 解決 で き な い こと に つい て サポ ー 


] 年 間 で す 。 
ト が 必要 な 場合 は 、 お 買い 上 げ の 


販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
最寄り の 販売 店 の 検索 に は 、http://www.alinco.COjDp の 「 販 売店 の ご 案内 」 メ 
ニュ ー を ど ご 利用 くだ さい 。 


製造 終了 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 


猟 社 で は 製造 終了 後 も 下記 の 期間 、 製品 を お 使い 頂け る よう に 必要 な 補修 用 部 品 を 常備 
し て いま す 。 但 し 不測 ・ 不 可 抗 力 の 事態 に より 在庫 部 品 に 異常 が 発生 し た よう な 場合 は 
アフ ター サー ビス を ご ど 提供 で き な く な る こと も あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 。 


補修 部 品 の 保有 期間 は 生産 弘 織 5 生 


オプ ショ ン 一 覧 


EBP-7G リチウム イオ ン 充 電池 パッ ク (7.4V 1800mA) 
EDC-163H 連結 用 充電 スタ ンド 

EDC-178 AC ア ダブ プター(] 台 充 電 用 ) 

EDC-175 AC ア ダブ ター( 最 大 6 台 吉 結 充電 用 ) 

EDS-14 MIC/SP ブラ グ 変 換 ケ ー ブ ル 

EME- ヨ gA イヤ ホン マイ ク ( ハ ヘビー デュ ー テ ィ : 防水 ブラ グ ) 
EME-3BA イヤ ホン マイ ク ( 防 水 プ ラグ ) 

EMS-62 スピ ー カ ー マ イ ク ( 防 水 ブ ラグ ) 

ESGC-41 ソフ ト ケ ー ス 


EBP-76 は 本 機 に 正しい 方 法 で 接続 され た 場合 に の み JIS7 等 級 の 防水 機能 が 働き ます 。 


バッ テリ ー( 充 電池 ) バ ッ ク は 出荷 時 に は 十分 充電 され て お り ま せん 。 お 買い 上 げ 後 、 
フル 充 加 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


MIC/SP( マ イク / ス ピー カー) ブ ラグ 変換 ケー ブル (EDS-14) の 取り 付け 
本 指 の 悪 源 を 切り ます 。 
プラ グ を 時 計 方 向 ( 右 ) に 回 し ます 。 回 転 が 止 まっ 


た ら 、 ブラ グ だ 確実 に 取り 付け た こと を 確認 し ま 
す 。 


MIC/SP ケ ー ブ ル を それ ぞ れ の ジャ ッ ク に 接続 し 
ます 。 


